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（東北経産局長賞）

TOHOKU DX
支援部門

東
北
大
学
病
院

宮
城
県
コ
ロ
ナ
患
者
宿
泊
療
養
施
設

お
よ
び

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
D
X
の
実
践

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

医
療
分
野
の
D
X

東
北
地
方
の
医
療
の
中
核
を
担
う

東
北
大
学
病
院
は
、
２
０
１
９
年
に

ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
を
掲
げ
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た

Ｄ
Ｘ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
2
0
2
0
年
以
降
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お

い
て
も
、
宮
城
県
・
仙
台
市
と
の
連

携
の
も
と
、
D
X
を
基
盤
と
し
た
迅

速
か
つ
効
率
的
な
対
応
を
主
導
し
、

地
域
の
感
染
制
御
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｕ

Ｄ
Ｘ
大
賞
」最
優
秀
賞
を
受
賞
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

を
主
導
的
に
進
め
た
の
は
、
東
北
大

学
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

副
部
長
准
教
授
の
中
村
直
毅
氏
で
す
。

中
村
氏
は
大
別
し
て
３
つ
の
シ
ス

テ
ム
を
開
発
。

①
宿
泊
療
養
施
設
で
行
っ
た
検
査
結

果
を
、
大
学
病
院
と
県
の
医
療
調
整

本
部
が
共
有
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム

②
宿
泊
療
養
施
設
内
の
感
染
エ
リ
ア

で
行
わ
れ
た
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の

記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化

③
教
育
機
関
を
対
象
に
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
予
約
シ
ス
テ
ム

こ
れ
ら
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
計

か
ら
開
発
を
一
人
で
担
当
。
通
常
な

ら
半
年
〜
１
年
の
制
作
期
間
を
、
わ

ず
か
１
週
間
〜
１
ヶ
月
半
と
い
う
短

期
間
で
運
用
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

宿
泊
療
養
施
設
で
機
能
し
た

診
察
情
報
の
共
有
シ
ス
テ
ム

東
北
大
学
病
院
は
、
冨
永
悌
二
病

院
長
を
本
部
長
と
し
た
宮
城
県
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
医
療
調
整
本
部
の

も
と
で
、
仙
台
市
医
療
圏
の
22
の
医

療
機
関
と
連
携
し
、
病
床
確
保
等

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
軽
症
者
等
宿
泊
療
養
施

設
（
ホ
テ
ル
）」
の
医
療
支
援
に
お
い

て
は
、
ホ
テ
ル
等
の
療
養
者
施
設
に

お
い
て
、
療
養
者
の
重
症
化
を
い
ち

早
く
診
断
す
る
た
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

機
器
や
心
電
図
、
血
液
検
査
の
機
器

を
導
入
。
療
養
者
に
負
担
が
か
か
ら

な
い
医
療
体
制
を
独
自
に
整
備
し
ま

し
た
。

ま
た
、
入
院
調
整
に
は
、
患
者
の

背
景
、
健
康
観
察
情
報
、
検
査
結
果
、

治
療
内
容
な
ど
の
情
報
が
必
要
で
あ

り
、
現
場
と
医
療
調
整
本
部
で
こ
れ

ら
の
情
報
を
横
展
開
で
き
る
シ
ス
テ

ム
構
築
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

通
常
な
ら
仕
様
書
を
書
い
て
シ
ス

テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
へ
開
発
を
依
頼
し
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
短
納
期
で
機

動
的
な
シ
ス
テ
ム
」
が
必
要
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
現
場
医
師
、
県
の
担

当
者
、
中
村
氏
と
が
連
携
し
て
開
発

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

１
ヶ
月
半
の
開
発
期
間
を
経
て
、

宿
泊
療
養
施
設
、
大
学
病
院
、
医
療

調
整
本
部
の
３
拠
点
で
、
検
査
結
果

等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
可
能
に
。

さ
ら
に
県
内
医
療
機
関
の
診
療
情
報

を
共
有
す
る
「
み
や
ぎ
医
療
福
祉
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｍ
Ｍ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

(M
i
y
a
g
i
M
e
d
i
c
a
l

a
n
d

W
e
l
f
a
r
e

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
e
t
w
o
r
k
)」
と
の
連
携
も
実

現
。
こ
れ
に
よ
り
宿
泊
療
養
施
設
へ

入
所
す
る
前
に
撮
影
さ
れ
た
、
他
の

医
療
機
関
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
な
ど

も
参
照
で
き
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療

連
携
が
実
現
で
き
、
療
養
者
の
詳
細

コ ロ ナ 禍 に 必 要 な シ ス テ ム を 内 部 で 開 発 し

医 療 体 制 を シ ス テ ム で バ ッ ク ア ッ プ

医療情報の共有とワクチン
予約システムの内製化

全
て
は
コ
ロ
ナ
患
者
の
た
め
に

担
当
者

中
村

直
毅
氏

受
賞
者

受
賞
件
名

１９１５年に開設。５０科（医科：３９科 歯科：１１科）の診療科数を持ち、病床数は
１，１６０床（令和３年３月３１日現在）。東北地方の中核となる特定機能病院として移植
医療をはじめとした高度先進医療を実践するとともに、高度な医療者の育成、新たな医療
の研究・開発という役割を担う。

東北大学病院とは

● 医療現場で即使用可能なシステムを短期間で設計・開発
●宮城県のコロナウイルス医療体制をシステム面で大きく支えた

受賞理由

アジャイル的な開発手法で、
短期間でのシステム構築に成功

患者の診療情報を関係各所係各所と
シームレスに連携。重症化を防いだ症化を防いだ

５万人以上のワクチン接種予約を約を
スムーズに進めた

受賞のポイント

1
POINT

2
POINT

3
POINT

東北大学病院

東北大学病院外観

宿泊療養施設の感染エリアの様子
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（東北経産局長賞）

数
が
１
０
万
人
以
上
の
都
道
府
県
で

宮
城
県
は
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
死
亡
率

は
０
.
７
３
％
（
令
和
３
年
１
０
月

３
１
日
現
在
）
と
全
国
の
都
市
部
で

も
低
い
数
字
に
。

こ
の
結
果
は
、
宮
城
県
で
の
コ
ロ

ナ
対
応
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
短
期
間

で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
た
背
景
に

は
３
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。１

つ
目
は
、
要
件
の
適
切
な
整
理
・

調
整
で
す
。
付
帯
的
な
機
能
を
排
し
、

最
低
限
の
要
件
を
抽
出
。
さ
ら
に
、

活
用
で
き
る
既
存
の
シ
ス
テ
ム
は
流

用
す
る
こ
と
で
、
開
発
コ
ス
ト
の
負

担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
日
常
か
ら
幅
広
い
技

術
の
習
得
と
実
践
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
た
こ
と
で
す
。
東
北
大
学
の
シ

ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
M
M
W
I
N

に
も
精
通
し
て
い
た
こ
と
で
、
連
携

が
し
や
す
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
協
力
と
役
割
分
担
で
す
。
各
機
関

と
の
事
務
連
絡
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
は
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
た
こ
と
で
、

中
村
氏
は
シ
ス
テ
ム
の
設
計
開
発
に

集
中
で
き
た
の
で
す
。

周
囲
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
ア
ジ
ャ
イ
ル
（
開

発
と
並
行
し
て
仕
様
を
考
え
る
）
的

に
開
発
を
進
め
た
こ
と
が
高
い
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
的
に
開
発
を

進
め
た
こ
と
が
高
い
成
果
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

一
極
集
中
か
ら
、
組
織
分
担
へ
。

ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想

す
べ
て
を
内
製
し
た
今
回
の
シ
ス

テ
ム
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
課
題
も

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
村
氏

１
人
で
開
発
し
た
こ
と
。
業
務
負
担

が
集
中
し
た
こ
と
で
す
。

今
後
は
業
務
量
や
内
容
に
応
じ
、

適
切
に
リ
ソ
ー
ス
を
配
置
し
、
組
織

的
に
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
う
体
制
作

り
に
取
り
組
め
れ
ば
、
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
を
具

現
化
し
、
医
療
業
務
に
お
け
る
効
率

化
と
安
全
性
の
向
上
に
も
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
診
療
情
報
の
取
得
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。

宿
泊
療
養
施
設
で
の
抗
体

カ
ク
テ
ル
療
法
の
デ
ジ
タ
ル
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す

る
第
５
波
の
中
、
宿
泊
療
養
施
設
に

お
い
て
コ
ロ
ナ
患
者
の
重
症
化
を
防

ぐ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
抗
体
カ
ク

テ
ル
療
法
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
東
北
大
学
病
院
と
同
じ
水
準

で
治
療
で
き
る
環
境
を
一
刻
も
早
く
整

備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

時
間
の
猶
予
が
全
く
な
か
っ
た
状
況

に
お
い
て
、
東
北
大
学
病
院
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
宿
泊
療
養
施
設
ま
で
延

伸
し
、
宿
泊
療
養
施
設
か
ら
東
北
大

学
病
院
の
既
存
の
電
子
カ
ル
テ
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
感
染

エ
リ
ア
内
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
を
付
け
て
お
り
視
界
が
悪
い
た
め
、

電
子
カ
ル
テ
端
末
に
診
療
記
録
を
入

力
す
る
の
で
は
な
く
、
紙
媒
体
に
記

録
す
る
運
用
に
し
た
い
」
と
い
う
現

場
の
要
望
も
あ
り
、
既
存
の
電
子
カ

ル
テ
に
手
書
き
で
書
か
れ
た
診
療
記

録
や
経
過
票
を
取
り
込
む
仕
組
み
も

短
納
期
で
必
要
で
し
た
。

メ
デ
ィ
カ
ル
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
医
事
課
、
薬
剤

部
、
看
護
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
わ
ず
か
１
週

間
で
完
成
さ
せ
、
抗
体
カ
ク
テ
ル
療

法
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
開
始
す
る
足

が
か
り
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

５
万
人
以
上
の
接
種
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
た
予
約
シ
ス
テ
ム

東
北
大
学
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
伴
い
、
２
０
２
１
年

５
月
末
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
一
般
接
種

が
開
始
。
６
月
１
０
日
よ
り
東
北
大

学
職
員
と
医
療
系
学
部
の
学
生
（
全

国
の
大
学
で
は
、
６
月
２
１
日
よ
り

開
始
）、
６
月
２
１
日
か
ら
同
大
学
の

残
り
の
学
生
、
７
月
か
ら
は
仙
台
市

内
の
１
２
大
学
、
１
高
専
の
教
職
員

と
学
生
に
接
種
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
接
種
の
予
約
を
効
率
的

に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
短
期
間

で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

中
村
氏
は
２
０
０
６
年
か
ら
自
前

で
開
発
し
て
き
た
院
の
認
証
基
盤
の

イ
ン
フ
ラ
に
着
目
。
こ
れ
ら
の
仕
組

み
を
流
用
す
れ
ば
数
日
で
シ
ス
テ
ム

構
築
可
能
と
考
え
、
開
発
に
着
手
し

ま
し
た
。

誰
も
が
ロ
グ
イ
ン
し
や
す
い
よ
う
、

全
国
共
通
の
認
証
基
盤
「
学
認
」
を

使
用
。
既
存
シ
ス
テ
ム
と
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
開
発
と
運
用

コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。最

終
的
に
は
、
こ
の
予
約
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
５
万
人
以
上
の
人
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
、
教
育
機
関

運
営
者
は
予
約
管
理
業
務
か
ら
解
放

さ
れ
、
運
用
負
荷
を
大
幅
に
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ャ
イ
ル
的
プ
ロ
セ
ス
で
、

シ
ス
テ
ム
開
発
に
集
中

こ
れ
ら
一
連
の
シ
ス
テ
ム
は
、
急

を
要
す
る
コ
ロ
ナ
対
応
の
礎
と
な
り

ま
し
た
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
に

よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
累
積
患
者

商　　号：東北大学病院
設　　立：1915年 7月
従業員数：3500名
事業内容： 国立大学法人東北大学の附属する大学病院。

規模・病床・症例数ともに東北地方の中核を
担う特定機能病院。

病院概要

東北大学病院
〒980-8574
宮城県仙台市青葉区星陵町1-1
T E L：022-717-7000
U R L：https://www.hosp.tohoku.ac.jp/

お問い合わせ先

現
場
の
声
を
反
映
、
負
担
軽
減
も

ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
具
現
化
へ

最優秀賞

お
よ
び

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
D
X
の
実
践

東
北
大
学
病
院

受
賞
者

受
賞
件
名

東北大学病院

TOHOKU DX
支援部門

東北大学ワクチン接種センターの様子

診療情報の共有画面

抗体カクテル療法中の様子

感染エリアでの紙媒体の診療記録および経過票
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